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近年、旅行や仕事で日本に滞在する外国人の数が急激に増えています（まだ新型コロナ流行の影響が続いています

が、次第に治まりつつあります）。また日本の高度な医療・健診を受けるために来日する外国人も増えています。こ

れらのために、国内の医療通訳の需要が増しており、医療通訳者の養成や資格認定の試み、医療通訳に関連したビジ

ネス等が活発になっています。医療通訳の研究は今後大きな発展が見込まれますが、従来、医療通訳についての学術

的な研究発表・交流を行う場は国内にはありませんでした。しかしながら、現段階では国内の研究者数も限られ、単

独で学会を設立し、運営するのは困難と考えていました。医療通訳を研究・教育していらっしゃる先生方とご相談し、

ヘルスコミュニケーション学関連学会機構の枠組みの中で日本医療通訳学会（Japan Society for Healthcare Interpreting 

Studies）を設立し、第１回学術集会も同機構の「ヘルスコミュニケーションウィーク 2022 名古屋」で合同開催する

ことにしました[1-2]。本誌は、日本医療通訳学会が発行する日本医療通訳学会誌の創刊号として発行されました。本

誌には、第１回学術集会のシンポジウムの講演の内容が総説として掲載されています[3-4]。 

ヘルスコミュニケーション学関連学会機構の枠組みでの設立は、学会運営を合理的に・安価に行うという目的だけ

ではなく、医療通訳を、単なる医療知識を持つ通訳ではなく、異言語による異文化コミュニケーションを伴う高度な

ヘルスコミュニケーションの担い手と位置付けるという意味合いもあります。医療通訳研究者が、幅広くヘルスコミ

ュニケーション関連分野の研究者と交流していくことは、今後の研究の発展のために重要であると考えます。またヘ

ルスコミュニケーションの研究者が医療通訳研究から学び、必要に応じて、関与することも非常に有益であると考え

ています。医療通訳研究の成果は、医療通訳の実務や制度設計にも役立ちます。研究者だけでなく、医療通訳者やそ

の志望者を含めた、たくさんの方々が日本医療通訳学会の会員となり、本学会誌を購読することを期待しています。 

 

注記 

本文書は、第１回日本医療通訳学会学術集会の大会長挨拶をもとに作成しました。 
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